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An observation of gullies in the south-western Republic of Niger: Examples from three villages 






図 1 　アフリカ北部，サハラ以南の自然地域区分（Toupet, 1992; Mainguet, 1995を編集簡略化）
100～700ｍｍの年降雨量を示す地域をサヘルとして図示してある。ニアメイはニジェール共和国の首都である。サヘル帯（Sahélien）
にステップと乾燥サバンナが，スーダン帯（Soudanais）にサバンナが，ギニア帯（Guinéen）に湿潤サバンナと雨林がおおむね対応する。





















































































2 ． 2 ．調査方法
交通のアクセスを考えて先ず，ニアメイ周辺
にてガリーの広域的な踏査を実施した。それを







ある（図 3 ，表 1 ）。ニアメイの南東15kmに位
置するLMN村では，1998年のひと雨で2500ｍに








　　　　　　　　　 調査地の位置は図 3 参照。
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観察したガリーはニジェール川および砂丘にほ
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写真 2 　国道付近のガリー左岸の上部砂層（LMN村，1999年 8 月 5 日筆者撮影）
左手がガリー上流部である。写真右下にハンマーがみえる。ハンマー直上のレキ層の上位が，今回のガリー形
成直前に，旧地表に堆積したと考えられる砂層である。新期堆積層はおよそ 1 ｍ厚に達する。図 4 のＢ地点。
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写真 4 　ガリーによる下刻がもっとも著しい地点（LMN村，1999年 9 月15日筆者撮影）
向こうがガリーの下流側。中景に砂丘頂がみえる。砂丘は左手奥で台地にのりあげる。手前は二つの砂丘列の
あいだに相当する（図 5 参照）。図 4 のＣ地点。
写真 5 　ガリー下流部（LMN村，1998年12月25日筆者撮影）
向こうが上流。この地点（図 4 のＡ地点）の上流側にラテライト性硬化殻が露出した（写真 6 ）。その直下のガ
リー床から湧水が認められるが，湧水はこの地点まで流下している。乾季であることに注意。ガリー床を歩く
ろば 2 頭の姿からガリーの大きさがわかる。







よって，地表下 2 ， 3 ｍ以深にキュイラス化し
たラテライト性鉄皮殻が露出するようになった




































聴きとり時期と場所：1999年 1 月 3 日，ガリー
現場（国道脇のハンガ （ー村びとの談話小屋））．
談話の要点を以下に記す。


















































があり，幅が 2 ～ 3 ｍであった。












4 度，2000年に 2 度，流水によって壊された。
その度に再建した。
4 　ティメレ村のガリー
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写真 7 　ティメレ村のガリー（1999年 1 月 3 日筆者撮影）
下流側からみたガリー。手前ではガリーから流出する土砂が扇状にひろがって堆積している。ガリーの横断形
は台形状。大木は現地語でガオとよばれる樹（Acacia albida）。この大木のやや向こう側が砂丘頂に相当する。
写真 8 　砂丘頂より台地を望む（ティメレ村，1996年 9 月 6 日筆者撮影）
写真右手前のガリー側壁の崖錐が草に被われている。ガリーは写真中央からやや左手奥にのびる。向こうの台
地まで極めて緩やかな斜面がつづく。






























インフォーマント：男，3 ～ 4 人（30～40代），
ほとんどティメレ村在住．
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図 7 　クールテレ村のガリー（1996年と1997年の観察にもとづく）
凡例　 1 ：ガリーと地表流跡（破線部）　 2 ：盛土（土手）　 3 ：崩落土塊　 4 ：水溜り（池）　 5 ：道路（車道）
　 　 　 6 ：歩道（人や家畜などの通路）　 7 ：とうじんびえ畑　 8 ：野菜畑　ａ～ｆ：ガリー計測地点（表 2 参照）
　　　Ａ：図 8 の露頭と写真12撮影の位置　Ｂ：写真 9 の撮影地点　Ｃ：写真11の撮影地点
　　　Ｄ：写真10の撮影地点.　図中の矢印は勾配（傾斜角度）を示す．
ガリーの分布（凡例 1 ）は1997年 9 月時点，その他（土地利用など）は1996年 8 月時点のものである。図には樹木（ドゥームやし
の樹幹と樹冠のひろがり）も示す。池の中のドゥームやしは倒木。
写真 9 　道路を横切るガリー（クールテレ村，1997年 9 月11日筆者撮影）
向こう側に砂利採取のために掘られた凹地（水たまり，池）がある。中景には堤状の盛土がみえる。人物は
写真の左右方向に走る道路に立つ。撮影地点（Ｂ）は図 7 参照。
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（図 8 ，層厚 2 ｍ弱）であり，この層を構成す



















 写真12　露頭Aのレキ層（クールテレ村，1996年 8 月23日筆者撮影）
写真の上位がⅡ層，下位がⅢ層である（本文参照）。Ａ地点の位置は図 7 参照。露頭全体のスケッチが図 8 であ
る。折尺は 1 m長。

















































図 8 　砂利採掘跡で観察された露頭（クールテレ村，1996年 8 月23日観察）
　　　　　　　　　この露頭の位置は図 7 のＡ。露頭のⅡ層とⅢ層の上部は写真12参照。層序については本文参照。
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表 3 　 3 村のガリー調査結果
調査地
ガリー形成時期 ガリー長 ガリー最深 ガリー床 備考
m m 最大傾斜
レレ・ママニ・ニャレ（LMN）村 1998年 2500 10－20 n.d. 砂丘切断
ティメレ村 1990年頃 200 4 2° 砂丘切断
クールテレ村 1990年代初頭 50 2 n.d. 砂利採取凹地
n.d.: no data.　ガリー形成時期は，LMN村を除くと，何人かの住民の話にもとづく推定. 
